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諸言 ： 翻訳系の 起源 は生命 の 起源研 究にお け る最重 要課題 の ひ とつ で あ る。我 々 は RNA ワ

ー
ル ド後期か ら RNP ワ

ー
ル ドにか け て 生 じた と考え られ る原 始的な タ ン パ ク 質 の 機能に 注

目した。原始的なタ ン パ ク質は ア ミノ 酸 の 種類 も限定され て い る と考 え られ る が 、興味深 い

こ とに RNA に よる コ ドン生成 の 観点（Eigen ら）（1）とタ ン パ ク質配列解析 （池原 ら）（2）の 2 っ

の 異な る ア プ ロ ーチか ら初期 の ア ミノ 酸は グ リシ ン（G ）、ア ラニ ン （A ）、ア ス パ ラ ギ ン 酸（D ）、

バ リン （V）の 4 種類 である と予 想された。
一

方、タ ン パ ク質 の 初期進化 モ デル に お い て コ
ー

ド

化 されたタ ン パ ク質は遺伝子 型
一

表現型対応付け として ウイ ル ス 型 戦略を採用 し た可能 性が

示唆 されて い る （3）。そ こ で 本研究で は GADV の み か ら構成され る ペ プ チ ドライ ブ ラ リ
ー

が

翻訳 系 にお い て 中心的 な役割 を果たす tRNA に対 し相互作用 をす る か ど うか を試験 管内選 択

実験（in　vitro　selection ）｝こ よ っ て 検討 した。

実験 ：標的分子 で あ る tRNA をア ガ ロ
ー

ス に固定 し cDNA 　display法 （4）に よ る in　vitro 　selection

を行 っ た。GADV をラン ダム に コ
ー ドした 30 残 基に相当する DNA ライ ブ ラ リを転写 後、ピ

ュ
ー

ロ マ イ シ ン ・リン カーと連結 させ 、 翻訳 ・逆転写 をす る こ とで cDNA パ プチ ド連結体が

で き る。こ れ を用い て selection を行っ た結果、得 られ た ペ プ チ ドを蛍光偏光解消法 と蛍光相

関分光法 を用 い て 解析 した。

結果 ：Selectionを 3 回行 い 複数 の ペ プチ ド候補 を得た。そ の 巾の 1 つ は tRNA と 100 〜200 μM

程度 の 解離定数 （KD ）を持 つ こ とがわか っ た 。

（1）Eigen，　M ，　Schusteら P．　The 　Hypercycle ：A 　Principle　ofNatural 　Self：Organization，　Springer−Verlag

（1979）

（2）Ikehara，　K ．　PossibEe　steps 　to　the　emergence 　of 　li　fe：the ［GADV ｝protein　world 　hypothesis，　Chem

ノ〜ec ．，5，107−118 （2005 ）

（3）Nemoto　N ，　Husimi　Y 　A 　model 　of　the　virus −type　strategy 　in　the　early 　stage 　ofencoded 　molecular

evolution ．JTIieor　Biol．176 ，67 −77 （1995）

（4）Mochizuki，　Y，　et 　 al ．　One −pot　preparation　of　mRNA ！GDNA 　display　by　a　novel 　and 　versatile

puromycin −1inker　DNA ．ACS 　Comb 　Sci．13，478 −485（2011）

一 47 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


